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論文題  

 

通信事業者 B2（ B2B2（ へ 販売モ 変更 影響 析 

－ ン ベ モ を利用 ミ ン ア チ－ 

 

内容 要  

◆ め  

 2015 年 固定通信 ビ 市場 い 大 変化 生 い 従来 数社

提供さ 寡占市場 固定型 回線 ビ あ 様々 企業 自社 ビ を展開

始め そ 結果 2014 年 数社 あ 市場 イ 現在 提供会社 100 社近く

競争 激化 い 各社 ビ を提供開始 背景 既存 イ 動

大 く影響 い 大 影響を与え 2012 年 K））I 価格競争を始め

あ K））I やケ ビを始め 企業 2012 年 携帯電話 ッ 割を始め

価格 訴求 NTT 東西 対抗 始め 次 顧客 乗換周期 変化 新規技術

発生 いう 2 外部環境 変化 あ K））I 価格競争を 顧客 回線 ビ

替え 検討を行う う 更 携帯 固定通信 更 電気 多様 ッ 販売

を行う う 顧客 乗換周期 多様化 い 一方 固定通信市場以外 目を向

IOT やクラ 技術 仮想化技術等 新 技術 発達 固定通信 安定 通信技術

ニ 増 い 変化を元 NTT 東西 2015 年 従来 直接販売。B2（)

卸販売。B2B2（)事業へ 卸売 企業 様々 前を付 ビ を開始  

◆検証 

 ン ベ モ を通 疑似的 収益性 ミ ンを実施 従来 販売モ

を続 ケ 新 いモ を続 ケ を ミ ン 比較 今回

販売モ 変更 正 い判断 あ を探 い 尚 本研究 具体的 記 3 条

件 検証を実施  

 外部変化 い環境 収益性比較 

 顧客 乗換周期 変化 環境 収益性比較 

 市場 顧客 増 環境 収益性比較 

◆検証結果 

外部変化 い環境 収益性比較 

  新モ 替え 競合 価格競争 可能 数を多く獲得  

 可能 そ 一方 NTT あ 単価 低い卸売 販売へ 流入 発生  

 め収益性 低く  

顧客 乗換周期 変化 環境 収益性比較 

  顧客 乗換周期 短く ほ NTT 多く を獲得 う 一方 顧客 乗 

 換 合わ 価格競争 さ 激化 め収益性 周期 短く ほ 低く  

市場 顧客 増 環境 収益性比較 

  本研究 設定 環境 市場 顧客増 あ 程度見込 場合 新モ ビ  

 ネ モ モ 収益性を 回 確認 新 ビ ネ 生 新 

 顧客 増 モ 方 収益性 高い わ  

◆考察 

 本ビ ネ モ 変更を成 導く め 今後 外部環境 変化を機会 え 自

収益を高め め 市場へア チを いく 重要 あ 顧客 乗換周期を長

く あ 2 年縛 等顧客 見直 を遅く 収益性を 可能 あ

次 新 顧客を生 出 あ 今回 ビ ネ モ 変更 新 企業

協業を可能 新 ビ ネ を生 出 体制 整 今後 IOT やクラ 化等 ン

技術を組 合わ 卸売 企業 新 ビ ネ を生 出 ポ を 新

顧客を生 出 いく 重要 あ  
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1普 め  

 

「01』 固定通信 市場 い 大 変化 生 い

従来 数社 供 寡占市場 固定型 回線 あ

株式会社ソ ン や株式会社 N却却 ン 等 様々 企業

自社 を展開 始 結果 「01『 数社 あ 市場

イ 現 供会社 100社以 競 激化 い

各社 回線 を 供開始 背 既存 イ あ 東

日本電信電話株式会社。以 N却却 東) 西日本電信電話株式会社。以 N却却 西)

K））． 株式会社。以 K））．) 動 大 く影響 い  

大 影響を え 「01「 K））． 価格競 を始 あ

近 国 通信事業 成熟市場 特 各家庭 を

行う固定型イン 携帯電話等を始 無線通信 及

今 縮 想 い 固定型イン

市場 中を見 N却却 東 N却却 西。以 N却却 東西) 回線 】 割程 倒的

アを い K））． や を始 企業 携帯電

話 割を始 価格 訴求 N却却 東西 対抗 始  

次 顧客 乗換周期 変化 新規技術 発生 いう 「 外部環境 変化

あ K））． 価格競 を 顧客 回線 替え 検

討を行う う 更 携帯 固定通信 更 電気 多様

販売を行う う 顧客 乗換周期 多様化 い 方 固定通

信市場以外 目を向 ．O却 や 技術 仮想化技術等 新 技術

発 固定通信 定 通信技術 増加 い 従来

伸 鈍化 い 市場 あ 今 戦略次第 更 伸 を目指 市

場 あ 以 競合 動 将来起 あ う 「 外部環境

変化 N却却 東西 戦略 変更を選択 言え  

方 N却却 東西 卸売 事業を選択 背 N却却 東西 成 立

生 い 特 制約 影響 大 い N却却 東西 旧逓信省 あ 電電公

社を経 198『 民営化 企業 あ 今回 各社 供開始

民営化 際 日本電信電話株式会社等 関 法 以 N却却 法

大 く影響を い N却却 法 N却却 東西 第 」 条 あ く日本全

国 適 公 定的 供給 確保 寄 定 い

特定 企業 携 制限 企業を

等 扱わ く い い 規定 い 本法 K））． や

行 い N却却 携帯電話 割を 供 出

来 N却却 東西 「01』 K））． や 対抗
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図１ う 従来 直接販売。B「（) 卸販売。B「B「（)事業 販売方

法を 様 割 を開始 卸販売 ソ ン

や N却却 ン 等 卸売 を希望 企業 自社 回線

を販売 あ 様々 前 付い 回線 乱立

 

本研究 N却却 東西 実施 販売 変更 い 背 を踏

え うえ 意思決定 妥当性 い 考察を行 いく  

 

 

 

図１ 旧 新 比較 

 

 

 

「普 先行研究 

 

 M普分普 。199』) 衰退期 あ 市場 戦略 『 あ 1 目

アを獲得 業界唯 生 を目指 戦略 「 目 事

業 回 現金を最大化 戦略 」 目 高い 益性

ン 防衛 力を入 拠 確保戦略 『 目 事業を売 時撤

退戦略 あ 『 戦略を N却却 東西 当 N却却 法 事業売

や拠 を絞 込 規制 い 戦略

戦略 選択肢 あ 言え イ （ K

。「001) 未来 向 を見 戦略を変え自 自身を変革 い

く 必要 あ い 未来 構想を 利 展開 企業

携 効 手段 あ 述 い  

 方 B「B「（ 代表 O分M 形態 あ 山田。199「)
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市場成熟期 O分M 戦略 目的 大量生産

ン及 早期回 可能 いう 競 業者を減 無意味 競 を回避

目的 あ 言わ い  

 以 行研究 今回 変更 将来を見据え 正 い

戦略 あ 本研究 定量的 正当性を検証 い い  

 

 

 

」普 目的 

 

N却却 東西 直接販売 B「（ 卸売 販売 B「B「（

変更 い 両販売 を比較 析 意思決定 正当性

い 検証を行う 卸売 販売 B「B「（ 形態 通信事業社 世界初

事例 あ 且 倒的 アを持 直接販売 B「（ 企業 卸売 販

売 B「B「（ 変更を行う 他業界を含 事例 限定的 あ 本意思決定

を解析 本 変更を今 他企業 活用 余地

あ 検証を進 い  

 

 

 

『普 分析手法 

  

本研究 時系列 消費者 動向を ン

ン ベ ソ ア あ 株式会社 N却却 数理

社 即『。 ワ )即じmつせa下じぞそ 即と上下ごm。以 即『)を使用 ン

ベ 人や組織 自 的 ン 行 を

全体 え 影響 評価を行う方法 あ 複数 ン

時 活動 相互作用 状況を  複雑

現象を再現 測 可能 あ  
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』普 モ ル 

 

 本研究 検証を進 いく 図 「 即『 画面を示  

 

 

図 「 即『 ン画面 

 

 

』-1普 提供形態 

 

 従来 供形態 あ 直接販売 B「（ 現 あ 卸売 販

売 B「B「（ い いを示  

 

旧 ：直接販売 B「（  

 従来 N却却 東西 B「（ N却却 東西 自社   

「 ン 販売を実施  

  a)直接販売 

   N却却 東西 電話販売窓口 あ 11【 ン や Wごけ 販売窓口

Wごけ11【 法人営業 直接 N却却 東西 顧客 販売を実施

方法  

  け)代理店販売 

    家電量販店や電気工事会社等 N却却 東西 販売を委

を消費者 販売 方法 本販売方法 販売委 販売
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際 手数料 発生 図 」 示 通 開通工事 保

N却却 東西 請 負う  

  

 新 ：卸売 販売 B「B「（  

ソ ン 社や N却却 社等 卸を行い 各社

販売を実施 図 」 う 本 供形態 イン 構築

供 部 あ 開通工事 部 あ 交渉修理

N却却 東西 担当を 他 業務 い 供会社 担

当を 尚 N却却 法 全 供会社 対 N却却 東西

等 扱い。 携及 販売価格 公 性を保 い)を

必要 あ  

 

 

 

図 」 旧 新 役割 担 

 

』-「普 分析 前提 

 

今回 ン あ 前 環境を 通 定  

 

ン期間：10 間 

  ※固定通信 イ イ を考慮 設定 

   。参考：前 A）即L 約 10 ) 

消費者世帯数 動向：飽和市場 新規流入 』0 万人景 定  

  設定  

ア：N却却 東 ア 
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』-」普 モ ル詳細 

  

 詳 を以 示  

 

』-」-1普 ージ ン  

   今回 ン い 以 「種類 ン を設定  

 企業 ン  

 固定 通信 を 供 企業を企業 ン 置く N却却   

東。販売代理店を含 ) N却却 東卸業者 K））． 」 種類 ン を  

設定 ン 数 以 通  

N却却 東：1 ン  

N却却 東卸業者：9 ン  

K））．：1 ン  

 消費者 ン  

 固定 通信 替えを選択 世帯を消費者 ン 

置く ン 数 今回対象 N却却 東 ア 加入者数。「01』 

時 )) あ 1『00 万世帯    

 

』-」-「普 ージ ン 初期値設定 

  各 ン 以 初期値を設定  

 企業 ン  

 実市場 条件を合わ 各社 獲得 い 消費者数 販売価 

格を初期値 規定 尚 各社 消費者数 市場 ア 合わ 

N却却 東日本 】 割 K））．」 割。「01』 時 ア比率) 配 を  

 

 N却却 東 ン  

 9】9 消費者 ン を抱え 販売価格を 『】00  

 N却却 東日本卸業者 ン  

 初期値 事業開始 消費者 ン を 0 納入価    

 格 「】00 据え置 販売価格 『】00 を初期値  

 K））． ン  

     『「1 消費者 ン を抱え 販売価格 『】00 を初期値  

   消費者 ン  

    特 設定  
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』-」-」普 ージ ン 前提 

  )企業 ン  

    N却却 東卸業者 数 9 ン 増減 い  

  )消費者 ン  

   消費者 購買 価格 影響を 以外 広告効果等 除く    

   消費者 価格 効用 期間中 定 変化 い  

 

 

 

【普 検証 

  

 項番 』 規定 を元 両 10 間 益性 比較を行う

益性 い 費用等 明確 多い 明確 差 生 計

算式 評価  

 

益性＝固定回線 益総 ＋効率化 費用削減  

      ＝加入者当 益ェN却却 加入者数＋効率化 費用削減  

     ※効率化 費用削減 ：1800 億 景  

      。 通信業界 裏側 「01】 日経 ン ) 

 

   【-1普検証 流  

 

 項番 』 規定 を元 益性 関 」 検証を実施  

 

 検証 ：外部変化 場合 検証 

  項番 』 規定 両 益性 比較を行う  

 検証 ：顧客 乗換え周期 変わ 場合 検証 

  項番 【 述 市場 変化 あ 顧客乗換え周期 変化を考慮  

  乗換え周期 縮 場合 両 益性 関 う 変化   

  生 検証を  

 検証 ：市場 新規顧客 増加 場合 検証 

  市場環境 飽和市場 く新規顧客増加 変化 場合 益性 変 

  化 い 検証を行う  
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【-「普検証詳  

 

【-「-1普検証 ：外部変化 場合 検証 

  外部変化 く現状 条件 10 間を回 場合 い 両 を 

 ン 比較  

  

 【-「-1-1普各 ン 戦略 

   

  通 ン 意思決定時 戦略を設定 尚  

 全体 流 図 『 図 示  

企業 ン  

  各企業 以 戦略 意思決定 尚 N却却 東日本 ン  

 価格改定 総務省 認可 必要 容易 出来 い 

 価格を 10 間据え置く  

 a N却却 東日本 ン  

 価格を据え置く  

 け N却却 東卸業者 ン  

各社 定期的。1 1 回) 販売価格を見直  

前 「 期を比 数 減少 い 場合 価格を  

価格を い 据え置く 「 択 選択

尚 価格 「,】』』 最 イン 。－「8 卸価格) 

げ K））． ン  

定期的。1 1 回) 販売価格を見直  

前 「 期を比 数 減少 い 場合 価格を  

価格を い 据え置く 「 択 選択

 

 

 消費者 ン  

 消費者 以 設定 効用関数 意思決定を行う  

消費者購買 価格 影響  

消費者 定期的。1 1 回) 販売店変更 検討を行う 効用関

数 確率を付  

  つ。じ,一)=（じ 却じ一 

P。A)= ごでたきつ。じ,一)α景。ごでたきつ。じ,一)α+ごでたきつ。一,じ)α) 

  つ。じ,一)：じ 一 換え 際 効用  

  P。A)： じ 一 換え 確率 
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   （じ：じ 数 

   却じ一：じ 一 替え 際 減 。手続 等) 

   α： 数 

消費者 効用関数 を経 変化 定  

 

 

図４ ン 図 

 

  【-「-「普 検証 ：顧客 乗換え周期 変わ 場合 検証 

 

   項番 【-「-1普 条件 顧客 乗換え周期 変わ を想定 短 

  く 長く 「種類を ン  

  両 益性 比較を行う  

 

 【-「-「-1普乗換え周期 長く 場合  

  【-「-「-1-1普各 ン 戦略 

   顧客 乗換え周期 変わ を想定 項番 【-「-1 項 

  目を変更 益性 い 比較を行う  

 企業 ン  

  事項を変更  

  け N却却 東卸業者 ン  

 各社 販売価格 見直 を 1 1 回 「 1 回  

 げ K））． ン  

 販売価格 見直 を 1 1 回 「 1 回  



 

 

11 

 

  消費者 ン  

 消費者 販売店変更 検討を 1 1 回 「 1 回  

  

 【-「-「-「普乗換え周期 短く 場合  

  【-「-「-「-1普各 ン 戦略 

   顧客 乗換え周期 変わ を想定 項番 【-「-1 項 

  目を変更 益性 い 比較を行う  

 企業 ン  

  事項を変更  

  け N却却 東卸業者 ン  

 各社 販売価格 見直 を 1 1 回 半 1 回  

 げ K））． ン  

 販売価格 見直 を 1 1 回 半 1 回  

  消費者 ン  

 消費者 販売店変更 検討を 1 1 回 半 1 回  

   

 【-「-」普 検証 ：市場 新規顧客 増加 場合 検証 

   新 生 新 顧客 増え を想定 顧客 初 

  期値 増え 場合 益性 比較 う 影響を及 を検 

  証 尚 検証方法 項番 【-「-1 変化 項番 【-「-「 

  検証 乗換え周期 短く 及 長く 計 

  」 を元 分でげごせ 検証を行う  

 

 

 

】普 検証結果 

 

】-1普 検証 ：外部変化 場合 検証 

 

 】-1-1普新 。B「B「（) 

  図 』 各社 数 経 推移を示 N却却 東 ン 数  

  を減 方 K））． ン 及 N却却 東卸売業者 ン  

  数を伸 い  
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     数。万人) 

 

                                  

図 』 各社 数 経 推移 

   

 図 【 各社 供価格 経 推移を示 N却却 東 ン 以外  

 価格競 を行い価格を 々 い わ  

    供価格。 ) 

 

                               

図 【 各社 供価格 経 推移 
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  】-1-「普旧 。B「（) 

    図 】 各社 数 経 推移を示 N却却 東 K））． ン 

   数を伸 K））． ン 伸 大 い  

      数。万人) 

 

                            

図 】 各社 数経 推移 

   図 8 価格競 を行 い い N却却 東 K））．  

   価格 定 あ わ  

    供価格。 ) 

 

   図 8 各社 供価格 経 推移    
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  】-1-」普両 比較 

   】-1-」-1普N却却 数推移 比較 

    N却却東及 N却却東卸売業者 ン 持 N却却 数を比較 

   新 方 を獲得 い わ  

 

  数。万人) 

 

図 9 N却却 数 経 推移 

 

     】-1-」-「普 N却却 益性 比較 

   ) N却却 益性 

     図 10 N却却 益性を示 N却却 益性を比較  

    旧 方 益性 高い わ  

 

  万  

 

図 10 N却却 益性 
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   )変動 数 

    a)新 。B「B「（) 

     図11 表1 新 ンを10回実施 際  

        結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施  

        結果 関 大 い 確認  

 

 

図 11 新 繰 返 ン結果 

 

表 1 新 均値 標準偏差 変動 数  

 

 

 

 

 

 

 

平均値 標準偏差 変 係数
1年目 47,355,906 887,014 2%
2年目 40,807,584 800,467 2%
3年目 36,567,204 822,699 2%
4年目 33,417,642 1,510,789 5%
5年目 31,959,534 1,864,607 6%
6年目 30,998,280 1,707,790 6%
7年目 29,554,662 2,166,440 7%
8年目 28,934,646 1,863,212 6%
9年目 28,594,908 2,071,241 7%
10年目 28,953,726 2,177,307 8%
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        け)旧 。B「（) 

     図1「 表「 旧 ンを10回実施 際  

        結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施  

        結果 関 大 い 確認  

 

 

図 1「 旧 繰 返 ン結果 

 

 

表 「 旧 均値 標準偏差 変動 数  

 

   ) 均値 差 検定 

    旧 新 積 益性 結果 い 均値 差  

    検定を実施  

     P 値：【普8分き。-10) 

    結果 数 正 意。』％水準) 旧 新  

    均値 意 差 あ いう 言え  

平均値 標準偏差 変 係数
1年目 55,413,000 485,990 1%
2年目 55,892,400 604,296 1%
3年目 56,253,360 802,071 1%
4年目 56,744,040 824,463 1%
5年目 57,736,680 869,384 2%
6年目 58,734,960 931,949 2%
7年目 59,620,440 775,146 1%
8年目 60,816,120 1,038,756 2%
9年目 61,391,400 1,183,124 2%
10年目 62,254,320 1,071,837 2%
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   】-1-」-」普 積 N却却 益性 比較 

   ) 積 N却却 益性 

       図 11 積 N却却 益性を示 N却却 益性を比較 旧 

      方 益性 高い わ  

 

  万  

 

図 1」 積 N却却 益性 

 

   )変動 数 

    a)新 。B「B「（) 

     図1『 表」 新 ンを10回実施 際  

        結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施  

        結果 関 大 い 確認  

 

図 1『 新 繰 返 ン結果 
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表 」 新 均値 標準偏差 変動 数  

 

 

    a)旧 。B「（) 

     図1』 表『 旧 ンを10回実施 際  

        結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施  

        結果 関 大 い 確認  

 

 

図 1』 旧 繰 返 ン結果 

 

 

 

 

 

 

 

平均値 標準偏差 変 係数
1年目 55,413,000 485,990 1%
2年目 55,892,400 604,296 1%
3年目 56,253,360 802,071 1%
4年目 56,744,040 824,463 1%
5年目 57,736,680 869,384 2%
6年目 58,734,960 931,949 2%
7年目 59,620,440 775,146 1%
8年目 60,816,120 1,038,756 2%
9年目 61,391,400 1,183,124 2%
10年目 62,254,320 1,071,837 2%
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表 『 旧 均値 標準偏差 変動 数  

 

 

    ) 均値 差 検定 

    旧 新 結果 い 均値 差 検定を実施  

     P 値：1普「分き。-』) 

    結果 数 正 意。』％水準) 旧 新  

    均値 意 差 あ いう 言え  

 

 

】-「普 検証 ：顧客 乗換え周期が変わった場合 検証 

 

 】-「-1普顧客 乗換周期 長く  

 

  】-「-1-1普新 。B「B「（) 

   図 1【 各社 数 経 推移を示 N却却 東 ン  

  数を減 方 K））． ン 及 N却却 東卸売業者 ン  

  数を伸 い  

 

     数。万人) 

平均値 標準偏差 変 係数
1年目 55,413,000 485,990 1%
2年目 111,305,400 1,024,634 1%
3年目 167,558,760 1,644,802 1%
4年目 224,302,800 2,357,898 1%
5年目 282,039,480 3,086,173 1%
6年目 340,774,440 3,759,342 1%
7年目 400,394,880 4,339,195 1%
8年目 461,211,000 5,159,737 1%
9年目 522,602,400 5,984,356 1%
10年目 584,856,720 6,569,174 1%
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  図 1【 各社 数 経 推移 

 

  図 1】 各社 供価格 経 推移を示 N却却 東 ン 以 

 外 価格競 を行い価格を 々 い わ  

  

 

  供価格。 ) 

 

                                                                 

図 1】 各社 供価格 経 推移 
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   】-「-1-「普旧 。B「（) 

   図 18 各社 数 経 推移を示 N却却 東 ン K））． 

  ン 伸 い K））． ン 伸 方 大 い 

  わ  

    数 万人  

 

         図 18 各社 数 経 推移       

 図 19 価格競 を行 い い N却却 東 K））．  

 価格 定 あ わ  

    供価格。 ) 

 

                            図 19 各社 供価格 経 推移           
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  】-「-1-」普N却却 数推移 比較 

    図 「0 N却却 数 経 推移を示 旧 微減 方  

   新 増加 新 方 を確保 い  

    

 

   数。万人) 

 

図 「0 N却却 数 経 推移 

   】-「-1-『普 N却却 益性 比較 

  ) N却却 益性 

   図 「1 N却却 益性を示 旧 益性を維持 い 

  方 新 益性を落 い わ  

 

 万  

 

図 「1 N却却 益性 
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  )変動 数 

   a)新 。B「B「（) 

    図「「 表』 新 ンを10回実施 際 結 

   果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施 結 

   果 関 大 い 確認  

 

 
図 「「 新 繰 返 ン結果 

 

表 』 新 均値 標準偏差 変動 数  

 
 

   け)旧 。B「（) 

    図「」 表【 旧 ンを10回実施 際 結 

   果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施 結 

   果 関 大 い 確認  

 

0

20,000,000

40,000,000

60,000,000

80,000,000

100,000,000

120,000,000

1 目 2 目 3 目 4 目 5 目

平均 標準偏差 変 係数
1年目 94,711,812 1,774,028 2%
2年目 81,615,168 1,600,933 2%
3年目 73,134,408 1,645,398 2%
4年目 66,835,284 3,021,578 5%
5年目 63,919,068 3,729,214 6%
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図 「」 旧 繰 返 ン結果 

 

表 【 旧 均値 標準偏差 変動 数  

 
 

 

    ) 均値 差 検定 

     旧 新 結果 い 均値 差 検定を実施  

      P 値：1普【分き。-9) 

    結果 数 正 意。』％水準) 旧 新  

    均値 意 差 あ いう 言え  

 

 

   】-「-1-』普 積 N却却 益性 比較 

   ) 積 N却却 益性 

       図 「『 積 N却却 益性を示 N却却 益性を比較 旧 

      方 益性 高い わ  

 

 

 

 

平均 標準偏差 変 係数
1年目 110,826,000 971,980 1%
2年目 111,784,800 1,208,593 1%
3年目 112,506,720 1,604,141 1%
4年目 113,488,080 1,648,926 1%
5年目 115,473,360 1,738,767 2%
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万  

 

図 「『 積 N却却 益性 

       )変動 数 

       a)新 。B「B「（) 

      図「』 表】 新 ンを10回実施 際 

     結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施 

     結果 関 大 い 確認  

 

図 「』 新 繰 返 ン結果 

 

表 】 新 均値 標準偏差 変動 数  

 

平均 標準偏差 変 係数
1年目 94,711,812 1,774,028 2%
2年目 176,326,980 3,067,899 2%
3年目 249,461,388 3,808,485 2%
4年目 316,296,672 4,704,367 1%
5年目 380,215,740 7,801,220 2%
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    け)旧 。B「（) 

     図「【 表8 旧 ンを10回実施 際  

    結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施  

    結果 関 大 い 確認  

 

 

図 「【 旧 繰 返 ン結果 

 

表 8 旧 均値 標準偏差 変動 数  

 
 

    ) 均値 差 検定 

     旧 新 結果 い 均値 差 検定を実施  

      P 値：1普8分き。-1】) 

    結果 数 正 意。』％水準) 旧 新  

    均値 意 差 あ いう 言え  

 

  】-「-「普顧客 乗換周期 短く  

 

  】-「-「-1普新 。B「B「（) 

   図 「】 各社 数 経 推移を示 N却却 東 ン  

平均 標準偏差 変 係数
1年目 110,826,000 971,980 1%
2年目 222,610,800 2,049,269 1%
3年目 335,117,520 3,289,605 1%
4年目 448,605,600 4,715,796 1%
5年目 564,078,960 6,172,345 1%
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  数を減 方 K））． ン 及 N却却 東卸売業者 ン  

  数を伸 い  

      数 万人  

 

                                   

  図 「】 各社 数 経 推移 

   図 「8 各社 供価格 経 推移を示 N却却 東 ン 

   以外 価格競 を行い価格を 々 い わ  

     供価格。 ) 

 

                                     

図 「8 各社 供価格 経 推移 
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    】-「-「-」普旧 。B「（) 

     図 「9 各社 数 経 推移を示 N却却 東 ン  

    K））． ン 伸 い K））． ン 伸 方 

    大 い わ  

  数 万人  

 

   図 「9 各社 数 経 推移      

    図 」0 価格競 を行 い い N却却 東 K））． 

    価格 定 あ わ  

 供価格。 ) 

 

                図 」0 各社 供価格 経 推移        
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   】-「-「-『普N却却 数推移 比較 

     図 」1 N却却 数 経 推移を示 旧 微減 方  

    新 増加 新 方 を確保 い  

     

 

数。万人) 

 

図 」1 N却却 数 経 推移 

 

     】-「-「-』普 N却却 益性 比較 

    ) N却却 益性 

     図 」「 N却却 益性を示 旧 益性を維持  

    い 方 新 益性を落 い わ  

 

万  

 

図 」「 N却却 益性 

 



 

 

30 

 

     )変動 数 

      a)新 。B「B「（) 

      図」」 表9 新 ンを10回実施 際 

     結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施 

     結果 関 大 い 確認  

 

図 」」 新 繰 返 ン結果 

 

表 9 新 均値 標準偏差 変動 数  

 

平均 標準偏差 変 係数
半年 23,816,457 268,215 1%
1年目 20,596,143 176,611 1%
1.5年目 18,292,608 765,305 4%
2年目 16,741,434 1,116,086 7%
2.5年目 15,707,646 891,702 6%
3年目 15,177,594 706,183 5%
3.5年目 14,476,332 886,045 6%
4年目 14,257,581 726,741 5%
4.5年目 14,213,625 1,009,202 7%
5年目 14,448,006 861,403 6%
5.5年目 14,396,151 1,024,773 7%
6年目 14,580,795 689,647 5%
6.5年目 14,805,741 1,112,039 8%
7年目 15,019,443 704,415 5%
7.5年目 15,319,245 1,214,942 8%
8年目 15,573,177 794,647 5%
8.5年目 15,823,005 1,233,675 8%
9年目 15,970,389 999,731 6%
9.5年目 16,287,270 1,530,883 9%
10年目 16,528,977 1,151,672 7%
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    け)旧 。B「（) 

     図 」『 表 10 旧 ンを 10 回実施 際 

    結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施  

    結果 関 大 い 確認  

 

 
図 」『 旧 繰 返 ン結果 

 

表 10 旧 均値 標準偏差 変動 数  

 
      

平均 標準偏差 変 係数
半年 27,824,940 266,650 1%
1年目 28,025,160 445,310 2%
1.5年目 28,298,700 486,522 2%
2年目 28,583,520 401,828 1%
2.5年目 28,961,400 418,083 1%
3年目 29,308,260 538,029 2%
3.5年目 29,875,080 610,997 2%
4年目 30,224,760 519,186 2%
4.5年目 30,692,880 634,870 2%
5年目 31,087,680 688,473 2%
5.5年目 31,530,420 631,636 2%
6年目 32,136,720 644,566 2%
6.5年目 32,441,280 831,226 3%
7年目 32,779,680 1,188,837 4%
7.5年目 33,146,280 1,571,284 5%
8年目 33,118,080 2,191,857 7%
8.5年目 32,923,500 2,753,200 8%
9年目 32,666,880 3,332,882 10%
9.5年目 32,807,880 4,012,439 12%
10年目 32,621,760 4,554,729 14%
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            ) 均値 差 検定 

      旧 新 結果 い 均値 差 検定を実施  

       P 値：『普【分き。-「」) 

      結果 数 正 意。』％水準) 旧 新  

      均値 意 差 あ いう 言え  

 

 

   】-「-「-【普 積 N却却 益性 比較 

      ) 積 N却却 益性 

         図 」』 積 N却却 益性を示 N却却 益性を比較  

              旧 方 益性 高い わ  

 

 

図 」』 積 N却却 益性 

 

         )変動 数 

          a)新 。B「B「（) 

           図」【 表11 新 ンを10回実施  

            際 結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 

            実施 結果 関 大 い 確認  
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図 」【 新 繰 返 ン結果 

 

表 11 新 均値 標準偏差 変動 数  

 

 

 

 

平均 標準偏差 変 係数
半年 23,816,457 268,215 1%
1年目 44,412,600 331,606 1%
1.5年目 62,705,208 888,242 1%
2年目 79,446,642 1,871,992 2%
2.5年目 95,154,288 2,700,414 3%
3年目 110,331,882 3,351,267 3%
3.5年目 124,808,214 4,087,499 3%
4年目 139,065,795 4,758,880 3%
4.5年目 153,279,420 5,566,492 4%
5年目 167,727,426 6,267,122 4%
5.5年目 182,123,577 7,109,562 4%
6年目 196,704,372 7,685,881 4%
6.5年目 211,510,113 8,571,215 4%
7年目 226,529,556 9,139,802 4%
7.5年目 241,848,801 10,148,111 4%
8年目 257,421,978 10,774,831 4%
8.5年目 273,244,983 11,808,057 4%
9年目 289,215,372 12,655,162 4%
9.5年目 305,502,642 14,002,777 5%
10年目 322,031,619 15,004,018 5%
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    け)旧 。B「（) 

     図 」】 表 1「 旧 ンを 10 回実施 際 

    結果を示 均値 標準偏差 変動 数 繰 返 実施  

    結果 関 大 い 確認  

 

 

図 」】 旧 繰 返 ン結果 

 

表 1「 旧 均値 標準偏差 変動 数  

 

平均 標準偏差 変 係数
半年 27,824,940 266,650 1%
1年目 28,025,160 445,310 2%
1.5年目 28,298,700 486,522 2%
2年目 28,583,520 401,828 1%
2.5年目 28,961,400 418,083 1%
3年目 29,308,260 538,029 2%
3.5年目 29,875,080 610,997 2%
4年目 30,224,760 519,186 2%
4.5年目 30,692,880 634,870 2%
5年目 31,087,680 688,473 2%
5.5年目 31,530,420 631,636 2%
6年目 32,136,720 644,566 2%
6.5年目 32,441,280 831,226 3%
7年目 32,779,680 1,188,837 4%
7.5年目 33,146,280 1,571,284 5%
8年目 33,118,080 2,191,857 7%
8.5年目 32,923,500 2,753,200 8%
9年目 32,666,880 3,332,882 10%
9.5年目 32,807,880 4,012,439 12%
10年目 32,621,760 4,554,729 14%
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      ) 均値 差 検定 

      旧 新 結果 い 均値 差 検定を実施  

       P 値：「普0分き。-8) 

      結果 数 正 意。』％水準) 旧 新  

      均値 意 差 あ いう 言え  

 

 

 

  】-「-」普 比較 

   項番 】-1,】-「 結果 」 比較を行う  

    

   】-「-」-1普N却却 数 比較 

    新 」 N却却 数推移を図 」8 示 10  

   目を見 顧客 乗換周期 短く 見直 機会 多い N却却 

   数 多く わ  

  

 

図 」8 N却却 数推移 

 

 

   】-「-」-「普 積 益性 比較 

    新 」 積 益性を図 」9 示 10 目 

   を見 顧客 乗換周期 長く 益性 高く わ 
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図 」9 積 益性 

   

   】-「-」-」普両 益差 比較  

 

    表 1」 」 新旧両 益差を示 顧客 乗 

   換周期 短く 両 益差 近 い いく わ  

    

 

表 1」 各 新 旧 益差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顧客乗換周期 新モデ 旧モデ 収益性差
従来通りシナ オ 1年に1回 517百万円 585百万円 ー68百万円
周期が⻑いシナ オ 2年に1回 560百万円 564百万円 ー4百万円
周期が短いシナ オ 半年に1回 502百万円 619百万円 ー117百万円
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】-」普 検証 ：市場 新規顧客が増加 る場合 検証 

 

  項番 】-「-」 N却却 新 旧 を 回 新規 

 程 顧客増加を生 出 必要 あ を検証  

 表 1『 顧客 乗換周期 長く 場合 間 18 万人  

 増加 見込 新 従来 益性 高く 通 

 常 関 間 」普「 百万人 増加 見込 益性 逆 

 転 方 周期 短く 間 9普8 百万人 増加  

 必要 「01【 時 純増数 『0 万人 。N却却 東決算資料 )  

 い 今回 環境化 あ 程 市場 増加 必須 あ 言 

 え  

 

表 1『 各 益差 必要増加人数 

 
 

  

 

8普 考察 

 

 項番 】 検証結果 新 変更 益性

獲得数及 市場 ア 昇 わ 更 N却却 東西 直面

い 外部変化 影響 大 く変わ 検証

1 目 外部変化 あ 顧客 乗換え 周期 長く N却却

益性 昇 更 う 1 外部変化 あ 新規 活性化

新規顧客 増加を く 出来 更 益性 向

証明  

 今回 私 設定 条件 旧 益性 い 新規

を生 出 新規顧客 増加を 進 旧 益性をあ

可能 あ 新規顧客 増加を 進 く 今回想定

い い組織 効率化を図 本意思決定 効果を更

可能 あ  

 

 

顧客乗換周期 収益性差 増加人数
従来通りシナ オ 1年に1回 ー68百万円 3百万人/年
周期が⻑いシナ オ 2年に1回 ー4百万円 18万人/年
周期が短いシナ オ 半年に1回 ー117百万円 5百万人/年
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9普 本研究 限界と今後 課題 

 

 )消費者 効用 定義 

  消費者 効用 価格 定義 い 今回 簡易的 価格  

 影響 今 広告等を含 価格以外 効用を 映  

 を作 検証を実施 い い  

 

 )消費者 効用 経 的 変化を 映 い い 

  消費者 価格 対 効用 を経 変化 起 現実 あ  

 考慮 出来  

 

 販売店数 増減 

  現状を見 々N却却 東西 卸 業者 増加 「01【 」 時  

 9【 社。N却却 東日本 成 「】 決算資料 ) い 今回 研究  

 販売店数 増加を組 込 出来  
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11普 付属資料 

 

本研究 使用 即『 部を以  

 

# -*- Mぞこご説 Pと下しぞそ読 げぞこじそg説 つ下さ-8-こぞ上読 -*- 

 

 

環境設定 

 

さちぞm た上じm じmたぞち下 * 

さちぞm gちaたし じmたぞち下 gちaたしげせじごそ下 

じmたぞち下 こa下ご下じmご 

gちaたしげせじごそ下普違ちaたし即ごち不ごち普げちごa下ご即ごち不ごち。つちじ=、し下下た説景景1「】普0普0普1説【」』「『、) 

 

じそじ下じaせじどご。) 

 

上ご下違せぞけaせ即ごごこ。Nぞそご) 

 

#  

#  

 

# ン 定義 

げせa上上 即じmつせa下じぞそPaちam説 

    こごさ __じそじ下__。上ごせさ, 

                 じそたつ下）じち = つ"じそたつ下かかこごさaつせ下", 

                 ぞつ下たつ下）じち = つ"ぞつ下たつ下かかこごさaつせ下")説 

        上ごせさ普そげつ上下ぞmごち上 = げぞそ上下aそ下別aせつご。1『00)普そごで下。) # 顧客数 

        上ごせさ普aせたしa = げぞそ上下aそ下別aせつご。させぞa下。10普0 景 」000))普そごで下。) # 効用関

数  

        上ごせさ普ごた上じせぞそ = げぞそ上下aそ下別aせつご。1)普そごで下。) # 人数 流出 発生

価格を  

        上ごせさ普こごせ下a = げぞそ上下aそ下別aせつご。「00)普そごで下。) # 価格を 単 。 ) 

        上ごせさ普mぞこごせ = げぞそ上下aそ下別aせつご。1)普そごで下。) # 1 説 1, 「説 「 

 

# 定義 

げせa上上 即じmつせa下ぞち 。即じmつせa下ぞちBa上ご)説 
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    こごさ __じそじ下__。上ごせさ, 

                 たaちam = 即じmつせa下じぞそPaちam。), 

                 じそたつ下）じち = つ"じそたつ下かかこごさaつせ下", 

                 ぞつ下たつ下）じち = つ"ぞつ下たつ下かかこごさaつせ下", 

                 上しぞ与違ちaたし = 却ちつご, 

                 上下aち下 = せamけこa 上ごせさ説 Nぞそご, 

                 与aちm = せamけこa 上ごせさ説 0普0, 

                 つそ下じせ = せamけこa 上ごせさ説 』普0, 

                 ぞこご上ぞせ不ごち = せamけこa 上ごせさ説 こぞたちじ』『即ぞせ不ごち。こ下 = 0普1, ち下ぞせ = 

0普001, a下ぞせ = 1ご-0【), 

                 こa下a）じち = つ"こa下a")説 

        即じmつせa下ぞちBa上ご普__じそじ下__。上ごせさ, たaちam, じそたつ下）じち, ぞつ下たつ下）じち, 

上しぞ与違ちaたし, 上下aち下, 与aちm, つそ下じせ, ぞこご上ぞせ不ごち, こa下a）じち) 

         

        # 資源 定義 

         

        # 生成 

        # ン 生成 

        # 環境 定義 

         

        げせa上上 分そ不じちぞそmごそ下 。分そ不じちぞそmごそ下Ba上ご)説 

            こごさ __じそじ下__。上ごせさ, **丁ごと上)説 

                分そ不じちぞそmごそ下Ba上ご普__じそじ下__。上ごせさ, つ"環境", **丁ごと上) 

            こごさ じそじ下Aさ下ごち。上ごせさ, **丁ごと上)説 

                つ"""環境生成 呼 """ 

                たa上上 

            こごさ じそじ下A下下ちじけつ下ご。上ごせさ, agごそ下)説 

                つ"""新規 ン 作成 必 ソ

呼  

                 

                  ン 必 環境 属  

                 

                  各 ン 環境 固 属性を設定 """ 

                たa上上 

            こごさ 上ご下Pぞ上じ下じぞそ。上ごせさ, agごそ下, たぞ上)説 

                つ""" ン  agごそ下 環境 固 置属性を更新
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                  ン 環境 置属性 変わ 必

ソ 呼  

                 

                  たぞ上 環境 置属性。 標や 番号 ) あ

環境 異 """ 

                たa上上 

            こごさ gご下Pぞ上じ下じぞそ。上ごせさ, agごそ下)説 

                つ""" ン  agごそ下 環境 固 置属性を返  

                 

                  環境 置属性。 標や 番号 ) あ

環境 異 """ 

                たa上上 

            こごさ gご下RaそこぞmPぞ上じ下じぞそ。上ごせさ)説 

                つ"""環境 ン 置属性を返  

                 

                  環境 置属性。 標や 番号 ) あ

環境 異 """ 

                たa上上 

            こごさ こちa与。上ごせさ, たaそごせ)説 

                つ""" 環境を たaそごせ 画 """ 

                たa上上 

            こごさ こちa与Agごそ下上。上ごせさ, たaそごせ, agごそ下上)説 

                つ""" 環境 ン  agごそ下上 を たaそごせ 

画 """ 

                たa上上 

            こごさ げつ上下ぞm。上ごせさ)説 

                たa上上 

         

        上ごせさ普ご分そ不じちぞそmごそ下 = 分そ不じちぞそmごそ下。上じmつせa下ぞち = 上ごせさ) 

         

        上ごせさ普aここ分そ不。上ごせさ普ご分そ不じちぞそmごそ下) 
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企業 ン 設定 

        # 会社 定義 

         

        げせa上上 （ぞmたaそと即ご下 。即とそげしちぞそぞつ上Agごそ下即ご下Ba上ご)説 

            こごさ _こごさAgごそ下。上ごせさ)説 

                げせa上上 _Agごそ下 。即とそげしちぞそぞつ上Agごそ下Ba上ご)説 

                    こごさ じそじ下Aさ下ごち。上ごせさ, *aちg上, **丁ごと上)説 

                         

                        つ""" ン 作成

ごそ不じちぞそmごそ下Ba上ご普じそじ下A下下ちじけつ下ご 呼 出 ソ 呼

""" 

                        上ごせさ普そamご = 丁ごと上お"そamご"が 

                        上ごせさ普分 = 丁ごと上お"分"が 

                        上ごせさ普分mじそ = 丁ごと上お"分mじそ"が 

                        上ごせさ普maちgじそ = 丁ごと上お"maちgじそ"が 

                        上ごせさ普ごた上じせぞそ = 丁ごと上お"ごた上じせぞそ"が 

                        上ごせさ普こごせ下a = 丁ごと上お"こごせ下a"が 

                    こごさ 上下ごた。上ごせさ)説 

                        つ""" ン 処理""" 

                        そげつちつ上ごち上 = 上ごせさ普げぞつそ下。) 

                        じさ そげつちつ上ごち上 - 上ごせさ普つ上ごち上 <= -上ごせさ普ごた上じせぞそ説 # 値

引 定 

                            上ごせさ普分 -= 上ごせさ普こごせ下a # 値引  

                            上ごせさ普分 = maで。上ごせさ普分, 上ごせさ普分mじそ) # 価格 最

イン 

                        上ごせさ普つ上ごち上 = そげつちつ上ごち上 

                    こごさ たちじげご。上ごせさ)説 # 供価格 

                        ちご下つちそ 上ごせさ普分 + 上ごせさ普maちgじそ 

                         

                    こごさ げぞつそ下。上ごせさ)説 # 自社 数 

                        ちご下つちそ せごそ。おげ さぞち げ じそ 

上ごせさ普上じmつせa下ぞち普a（つ上下ぞmごち即ご下普agごそ下上 

                                    じさ げ普げぞmたaそと普そamご == 上ごせさ普そamごが) 

                ちご下つちそ _Agごそ下 

            こごさ じそじ下Aさ下ごち。上ごせさ, **丁ごと上)説 

                上ごせさ普じそ下ごち不aせ = 1普0 # 間隔 
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                上ごせさ普さちごごどごAここAgごそ下 = 却ちつご # ン 追加を次

凍結  

                上ごせさ普さちごごどご）ごせAgごそ下 = 却ちつご # ン 削除を次

凍結  

                つ""" ン 集合 作成 ソ 呼  

                 

                  ン 集合固 初期化を行う """ 

                上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上 = お""が # ン 凍結 変

数  

                 

                # ン 生成 

                上ごせさ普gごそごちa下ごAgごそ下上。1,  

                                    そamご = "N却却分", 分 = 『】00, 分mじそ = 『】00, 

                                    maちgじそ = 0, 

                                    ごた上じせぞそ = たaちam普ごた上じせぞそ, 

                                    こごせ下a = たaちam普こごせ下a) 

                 

                じさ たaちam普mぞこごせ == 1説 

                    さぞち じ じそ でちaそgご。1, 10)説 

                        上ごせさ普gごそごちa下ごAgごそ下上。1,  

                                            そamご = "N却却分%こ" % じ, 

                                            分 = 」】00, 分mじそ = 1】』』, 

                                            maちgじそ = 1000, 

                                            ごた上じせぞそ = たaちam普ごた上じせぞそ, 

                                            こごせ下a = たaちam普こごせ下a) 

                 

                上ごせさ普gごそごちa下ごAgごそ下上。1,  

                                    そamご = "K））．", 分 = 」】00, 分mじそ = 1】』』, 

                                    maちgじそ = 1000, 

                                    ごた上じせぞそ = たaちam普ごた上じせぞそ, 

                                    こごせ下a = たaちam普こごせ下a) 

                         

                上ごせさ普つ上ごち上Mぞそじ下ぞち = Mぞそじ下ぞち。おつ"期"が + おげ普そamご さぞち げ じそ 

上ごせさ普agごそ下上が,  

                                            お"じ"が * 。せごそ。上ごせさ普agごそ下上) + 

1), 
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                                            そamご = つ" 数") 

                上ごせさ普上じmつせa下ぞち普aここMぞそじ下ぞち。上ごせさ普つ上ごち上Mぞそじ下ぞち) 

                上ごせさ普たちじげご上Mぞそじ下ぞち = Mぞそじ下ぞち。おつ"期"が +おげ普そamご さぞち げ じそ 

上ごせさ普agごそ下上が, 

                                             お"じ"が * 。せごそ。上ごせさ普agごそ下上) + 

1), 

                                             そamご = つ"価格") 

                上ごせさ普上じmつせa下ぞち普aここMぞそじ下ぞち。上ごせさ普たちじげご上Mぞそじ下ぞち) 

                上ごせさ普ごaちそじそg上Mぞそじ下ぞち = Mぞそじ下ぞち。おつ"期"が +おげ普そamご さぞち げ じそ 

上ごせさ普agごそ下上が, 

                                             お"じ"が * 。せごそ。上ごせさ普agごそ下上) + 

1), 

                                             そamご = つ" 益") 

                上ごせさ普上じmつせa下ぞち普aここMぞそじ下ぞち。上ごせさ普ごaちそじそg上Mぞそじ下ぞち) 

                 

            こごさ 上下ごた。上ごせさ)説 

                つ""" ン 集合 処理を行う """ 

                # ン 集合 ン 追加削除を凍結 

                上ごせさ普さちごごどご。) 

                # 全 ン を凍結 

                じさ せごそ。上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上) > 0説 

                    さぞち agごそ下 じそ 上ごせさ普agごそ下上説 

                        agごそ下普さちごごどご。上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上) 

                         

                # 全 ン 処理 

                # 会社 前処理 

                さぞち agごそ下 じそ 上ごせさ普agごそ下上説 

                    agごそ下普つ上ごち上 = agごそ下普げぞつそ下。) 

                     

                上ごせさ普つ上ごち上Mぞそじ下ぞち普ぞけ上ごち不ご。そぞ与。), *おげ普つ上ごち上 さぞち げ じそ 

上ごせさ普agごそ下上が) 

                上ごせさ普たちじげご上Mぞそじ下ぞち普ぞけ上ごち不ご。そぞ与。), *おげ普たちじげご。) さぞち げ じそ 

上ごせさ普agごそ下上が) 

                上ごせさ普ごaちそじそg上Mぞそじ下ぞち普ぞけ上ごち不ご。そぞ与。), *おげ普分 - 1】』』 さぞち げ じそ 

上ごせさ普agごそ下上が) 
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                # 顧客  

                さぞち げつ上下ぞmごち じそ 上ごせさ普上じmつせa下ぞち普a（つ上下ぞmごち即ご下普agごそ下上説 

                    げつ上下ぞmごち普上下ごた。) 

                # 会社  

                さぞち agごそ下 じそ 上ごせさ普agごそ下上説 

                    agごそ下普上下ごた。) 

                 

                # 全 ン 凍結 い 変更を 映 

                じさ せごそ。上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上) > 0説 

                    さぞち agごそ下 じそ 上ごせさ普agごそ下上説 

                        agごそ下普mごせ下。) 

                # ン 集合 凍結 い ン 追加

削除を 映 

                上ごせさ普mごせ下。) 

                 

            こごさ 上下aち下。上ごせさ)説 

                つ""" 期 ン 集合 動作を開始 """ 

                # ン 集合  

                じmたぞち下 た上じm普げぞちご 

                こごさ たちぞげ。)説 

                    下ちと説 

                        与しじせご 却ちつご説 

                            # 処理 

                            上ごせさ普上下ごた。) 

                            とじごせこ たaつ上ご。上ごせさ普じそ下ごち不aせ) 

                    ごでげごた下 た上じm普げぞちご普達じそじ上し分でげごた下じぞそ, ご説 

                        ちaじ上ご ご 

                    ごでげごた下 分でげごた下じぞそ, ご説 

                        さa下aせ。つ"お%上が ン 説 ン 集

合 発生 " % 上ごせさ普そamご, 

                              "ごちちぞち じそ agごそ下上ご下 たちぞげご上上", 下け = 却ちつご) 

                # ン 集合 を起動         

                aげ下じ不a下ご。たちぞげ)。) 

            こごさ 不じご与。上ごせさ)説 

                つ""" ン 画を開始 """ 

                じそ下ごち不aせ = 1 # 表示間隔 
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                #上げちごごそ = 上ごせさ普gご下Agごそ下即げちごごそ。じそ下ごち不aせ = じそ下ごち不aせ, でせじm 

= Nぞそご, とせじm = Nぞそご) 

                #上げちごごそ普aここAgごそ下即ご下。上ごせさ) 

                #上げちごごそ普上下aち下。)         

            こごさ げつ上下ぞm。上ごせさ)説 

                たa上上 

               

         

        上ごせさ普a（ぞmたaそと即ご下 = （ぞmたaそと即ご下。つ"会社", 上ごせさ普ご分そ不じちぞそmごそ下, 

上じmつせa下ぞち = 上ごせさ) 

        上ごせさ普aここAgごそ下即ご下。上ごせさ普a（ぞmたaそと即ご下) 

             

        こごさ 上下aち下（ぞmたaそと即ご下。)説 

            上ごせさ普a（ぞmたaそと即ご下普上下aち下。) 

            上ごせさ普a（ぞmたaそと即ご下普不じご与。) 

             

        上ごせさ普たちぞげ上普aたたごそこ。上下aち下（ぞmたaそと即ご下) 

 

 

顧客 ン 設定 

         

        # 顧客 定義 

         

        げせa上上 （つ上下ぞmごち即ご下 。即とそげしちぞそぞつ上Agごそ下即ご下Ba上ご)説 

            こごさ _こごさAgごそ下。上ごせさ)説 

                げせa上上 _Agごそ下 。即とそげしちぞそぞつ上Agごそ下Ba上ご)説 

                    こごさ じそじ下Aさ下ごち。上ごせさ, *aちg上, **丁ごと上)説 

                         

                        つ""" ン 作成

ごそ不じちぞそmごそ下Ba上ご普じそじ下A下下ちじけつ下ご 呼 出 ソ 呼

""" 

                        上ごせさ普げぞmたaそと = 丁ごと上お"げぞmたaそと"が 

                        上ごせさ普aせたしa = 丁ごと上お"aせたしa"が 

                    こごさ 上下ごた。上ごせさ)説 

                        つ""" ン 処理""" 

                        与上 = お。そつmたと普ごでた。上ごせさ普aせたしa * 
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上ごせさ普つ。上ごせさ普げぞmたaそと, げ)), げ) 

                              さぞち げ じそ 

上ごせさ普上じmつせa下ぞち普a（ぞmたaそと即ご下普agごそ下上が 

                        上ごせさ普げぞmたaそと = ごmたじちじげaせ）じ上下ちじけつ下じぞそ。与上)普そごで下。) 

                         

                    こごさ つ。上ごせさ, げ0, げ1)説 

                        # げ0  げ1 移行 効用値 

                        じさ げ0 == げ1説 

                            下 = 0 

                        ごせ上ご説 

                            下 = -8』0 

                        ちご下つちそ - げ1普たちじげご。) + 下 

                ちご下つちそ _Agごそ下 

            こごさ じそじ下Aさ下ごち。上ごせさ, **丁ごと上)説 

                上ごせさ普じそ下ごち不aせ = 1普0 # 間隔 

                上ごせさ普さちごごどごAここAgごそ下 = 却ちつご # ン 追加を次

凍結  

                上ごせさ普さちごごどご）ごせAgごそ下 = 却ちつご # ン 削除を次

凍結  

                つ""" ン 集合 作成 ソ 呼  

                 

                  ン 集合固 初期化を行う """ 

                上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上 = お""が # ン 凍結 変

数  

                # ン 生成‘ 

                 

                そ_そ下下ご = じそ下。たaちam普そげつ上下ぞmごち上 * 0普】) # 初期  N却却分 

数 

                そ_丁ここじ = たaちam普そげつ上下ぞmごち上 - そ_そ下下ご # 初期  K））． 

数 

                 

                げぞmたaそじご上 = 上ごせさ普上じmつせa下ぞち普a（ぞmたaそと即ご下普agごそ下上 

                 

                そ下下ご = おげ さぞち げ じそ げぞmたaそじご上 じさ げ普そamご == "N却却分"がお0が 

                丁ここじ = おげ さぞち げ じそ げぞmたaそじご上 じさ げ普そamご == "K））．"がお0が 
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                上ごせさ普gごそごちa下ごAgごそ下上。そ_そ下下ご, げぞmたaそと = そ下下ご, aせたしa = 

たaちam普aせたしa) 

                上ごせさ普gごそごちa下ごAgごそ下上。そ_丁ここじ, げぞmたaそと = 丁ここじ, aせたしa = 

たaちam普aせたしa) 

                 

            こごさ 上下ごた。上ごせさ)説 

                つ""" ン 集合 処理を行う """ 

                # ン 集合 ン 追加削除を凍結 

                上ごせさ普さちごごどご。) 

                # 全 ン を凍結 

                じさ せごそ。上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上) > 0説 

                    さぞち agごそ下 じそ 上ごせさ普agごそ下上説 

                        agごそ下普さちごごどご。上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上) 

                # 全 ン 処理 

                #さぞち agごそ下 じそ 上ごせさ普agごそ下上説 

                #    agごそ下普上下ごた。) 

                         

                げぞmたaそじご上 = 上ごせさ普上じmつせa下ぞち普a（ぞmたaそと即ご下普agごそ下上 

                そ下下ご = おげ さぞち げ じそ げぞmたaそじご上 じさ げ普そamご == "N却却分"がお0が 

                丁ここじ = おげ さぞち げ じそ げぞmたaそじご上 じさ げ普そamご == "K））．"がお0が 

                上ごせさ普gごそごちa下ごAgごそ下上。」』, げぞmたaそと = そ下下ご, aせたしa = 

たaちam普aせたしa)    

                上ごせさ普gごそごちa下ごAgごそ下上。1』, げぞmたaそと = 丁ここじ, aせたしa = 

たaちam普aせたしa) 

                         

                # 顧客 処理 会社 ン 集合 起動

い  

                         

                # 全 ン 凍結 い 変更を 映 

                じさ せごそ。上ごせさ普agごそ下達ちごごどご別aち上) > 0説 

                    さぞち agごそ下 じそ 上ごせさ普agごそ下上説 

                        agごそ下普mごせ下。) 

                # ン 集合 凍結 い ン 追加

削除を 映 

                上ごせさ普mごせ下。) 

            こごさ 上下aち下。上ごせさ)説 
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                つ""" 期 ン 集合 動作を開始 """ 

                # ン 集合  

                じmたぞち下 た上じm普げぞちご 

                こごさ たちぞげ。)説 

                    下ちと説 

                        与しじせご 却ちつご説 

                            # 処理 

                            上ごせさ普上下ごた。) 

                            とじごせこ たaつ上ご。上ごせさ普じそ下ごち不aせ) 

                    ごでげごた下 た上じm普げぞちご普達じそじ上し分でげごた下じぞそ, ご説 

                        ちaじ上ご ご 

                    ごでげごた下 分でげごた下じぞそ, ご説 

                        さa下aせ。つ"お%上が ン 説 ン 集

合 発生 " % 上ごせさ普そamご, 

                              "ごちちぞち じそ agごそ下上ご下 たちぞげご上上", 下け = 却ちつご) 

                # ン 集合 を起動         

                aげ下じ不a下ご。たちぞげ)。) 

            こごさ 不じご与。上ごせさ)説 

                つ""" ン 画を開始 """ 

                じそ下ごち不aせ = 1 # 表示間隔 

                #上げちごごそ = 上ごせさ普gご下Agごそ下即げちごごそ。じそ下ごち不aせ = じそ下ごち不aせ, でせじm 

= Nぞそご, とせじm = Nぞそご) 

                #上げちごごそ普aここAgごそ下即ご下。上ごせさ) 

                #上げちごごそ普上下aち下。)         

            こごさ げつ上下ぞm。上ごせさ)説 

                たa上上 

         

        上ごせさ普a（つ上下ぞmごち即ご下 = （つ上下ぞmごち即ご下。つ"顧客", 上ごせさ普ご分そ不じちぞそmごそ下, 

上じmつせa下ぞち = 上ごせさ) 

        上ごせさ普aここAgごそ下即ご下。上ごせさ普a（つ上下ぞmごち即ご下) 

             

        こごさ 上下aち下（つ上下ぞmごち即ご下。)説 

            上ごせさ普a（つ上下ぞmごち即ご下普上下aち下。) 

            上ごせさ普a（つ上下ぞmごち即ご下普不じご与。) 

             

        上ごせさ普たちぞげ上普aたたごそこ。上下aち下（つ上下ぞmごち即ご下) 



 

 

50 

 

    こごさ ちつそ。上ごせさ, **aちg上)説 

        # 起動 

        たa上上 

        こごさ 上下aち下Pちぞげ上。)説 

            さぞち たちぞげ じそ 上ごせさ普たちぞげ上説 

                たちぞげ。) 

            とじごせこ aせ与aと上却ちつご。) 

        aげ下じ不a下ご。上下aち下Pちぞげ上)。) 

        # ン開始 

        上下aち下。つそ下じせ = 上ごせさ普つそ下じせ, ぞこご上ぞせ不ごち = 上ごせさ普ぞこご上ぞせ不ごち, **aちg上) 

        # 結果 保存 

        上ごせさ普上a不ご。) 

        上ごせさ普させつ上し。) 

    こごさ ぞけ一ごげ下じ不ご。上ごせさ)説 

        上1 = Mぞそじ下ぞち。そamご = つ" 益", けa上ごこじち = 

上ごせさ普ぞつ下たつ下）じち)おつ"N却却分"が普上つm。) 

        じさ 上ごせさ普たaちam普mぞこごせ == 1説 

           さぞち じ じそ でちaそgご。1, 10)説 

              上1 += Mぞそじ下ぞち。そamご = つ" 益", けa上ごこじち = 

上ごせさ普ぞつ下たつ下）じち)おつ"N却却分%こ" % じが普上つm。)  

        上「 = Mぞそじ下ぞち。そamご = つ" 益", けa上ごこじち = 

上ごせさ普ぞつ下たつ下）じち)おつ"K））．"が普上つm。) 

        たちじそ下 上1, 上「 

        ちご下つちそ 上1 - 上「 

 

じさ __そamご__ == "__maじそ__"説 

    # 実行時 処理 

    上じmつせa下ぞち = 即じmつせa下ぞち。たaちam = 即じmつせa下じぞそPaちam。), 

        じそたつ下）じち = つ"じそたつ下かかこごさaつせ下", 

        ぞつ下たつ下）じち = つ"ぞつ下たつ下かかこごさaつせ下", 

        上下aち下 = せamけこa 上ごせさ説 Nぞそご, 

        与aちm = せamけこa 上ごせさ説 0普0, 

        つそ下じせ = せamけこa 上ごせさ説 』普0, 

        ぞこご上ぞせ不ごち = せamけこa 上ごせさ説 こぞたちじ』『即ぞせ不ごち。こ下 = 0普1, ち下ぞせ = 0普001, a下ぞせ 

= 1ご-0【)) 
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    上じmつせa下ぞち普ちつそ。) 

    ちご上つせ下 = 上じmつせa下ぞち普げaせげOけ一ごげ下じ不ご。) 

    たちじそ下 ちご上つせ下 

    上じmつせa下ぞち普上a不ごRご上つせ下。ちご上つせ下, つ"ぞけ一ごげ下じ不ご") 

    じさ 上じmつせa下ぞち普agごそ下Aたた じ上 そぞ下 Nぞそご説 

        たちじそ下 つ" ン 画面 終了待 普普普" 

    上じmつせa下ぞち普一ぞじそ。) 

    上と上普ごでじ下。) 
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